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昭和 27 年 1 月に開催された「第 52 回ビタミン
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図 1．脚気死亡者の推移 .（横軸は昭和の年号）山下 7）が取りまとめたデータをグラフ化









































1940 年代 Hoffmann-La Roche が初の強化米「Premix rice」を開発
1945（S20） 太平洋戦争終結
1946（S21） 京都大学で強化米の研究開始












































































extrusion（加圧時の発熱で 30 ～ 40℃）、加熱を










1930 年から 1931 年にかけて行われた Cohen らに
よる介入試験、また日本においては昭和 7 年（1932




いて講演している 1 ,8）。当時の米国では小麦粉 1 
kg に対して VB1 4.4 mg, VB2 2.6 mg, ニコチン酸 
3.3 mg, 鉄 28.6 mg （パンに対しても乾燥物換算で
同様）を規定し、販売される小麦粉の 85％が国
策で栄養強化されていた。当時の米国は化学合
成の VB1 を年 30 トン製造しており、大量生産で
VB1 が安価になったことも施策を推進した 8）。こ














化米「Premix Rice」が開発された。この Premix 
Rice を使用した大規模介入試験はフィリピンの
Bataan 半島で行われ、多発していた脚気をほぼ
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日本における主要な強化米となっていった。
Williams の講演と同じ年、「ビタミン B 総合研
究委員会」のシンポジウム（昭和 26 年 6 月）で「日
本における米への VB1 強化の問題」が討議され


















全盛期の 1960 年代前半には、9 社 13 品の強化米
製品が国内市場にあったとのことである 11）。国
内でも小規模な介入試験は行われ、例えば、有
本ら 12）は、児童 122 名への集団給食に強化米を


































欠乏が 36 名中 26 名であったが、強化米摂取群
では 26 名中 2 名に過ぎなかったことを報告した。





















活において不足しがちな栄養素（VB1, VB2, VB6, 
パントテン酸 , 葉酸 , 鉄）を強化したものに改め











体重 1 kg あたり 7 ～ 10 g/ 日の糖質摂取が推奨
されている 18）。体重 60 kg では 420 ～ 600 g の
糖質となり、ごはんの量に換算すると 1 日あた

















































が設立した災害支援チーム JDA-DAT（The Japan 














ビタミン B1 （mg/g） 1.5 1.5 1.76 1.87
ビタミン B2 （mg/g） 0.06 0.06 0.07 ─
ナイアシン （mg/g） 6.2 6.2 ─ ─
ビタミン B6 （mg/g） 0.08 0.08 0.58 0.67
パントテン酸 （mg/g） 2.34 2.34 1.3–3.1 ─
葉酸 （μg/g） ─ ─ 100 267
ビタミン B12 （μg/g） ─ ─ ─ 3.2
ビタミン E （mg/g） 1.38 1.38 ─ ─
カルシウム （mg/g） 8.0 8.0 ─ ─




































ズは、葉酸 , VB1, VB6, VB12 を強化した葉酸強




































ている NutriRice ™や UltraRice® にも葉酸はもち
ろん配合されている 29 ,30）。


























































成 7 年（1995 年）以降の国民栄養調査における
VB1 摂取量の年次推移を確認すると、成人の平
均摂取量は、男性女性ともに 2012 年以降毎年連
続して 1.0 mg/ 日 未満であり 3 3）、栄養摂取基準
の推奨量を下回っている。残念なことに、先進
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